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１２１２１２１２月月月月、、、、師走師走師走師走となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。カゼカゼカゼカゼをををを引引引引かないようにかないようにかないようにかないように元気元気元気元気でででで過過過過ごしたいものですごしたいものですごしたいものですごしたいものです。。。。

１１１１ 避難訓練実施避難訓練実施避難訓練実施避難訓練実施

１１月２７日に、地震発生からの避難訓練を実施しました。今回は、予告なしの避難訓練でした。

１３時２０分の昼休みの終了と共に放送が入りました。外で遊んでいる生徒、合唱の練習をしている２年生、

教室で勉強したり話していたりする生徒、それぞれ各方面から思い思いの避難となりました。避難時間や避

難態度は、通常の避難訓練と変わらず良くできていました。消防士さんから、“訓練でできないことは実際

にもできない。”という言葉をいただきました。私からは、自分の命は自分で守る。地震があったとき、そ

の場の状況にあった正しい判断と行動がとれるようになる。なって欲しい。というお願いをしました。

２２２２ 消費者教育講座消費者教育講座消費者教育講座消費者教育講座

１１月２２日に２年生対象消費者教育講座が開催されました。下野市の生活安全課より、２名の講師に来

ていただき話を聞きました。ここで、分かった事実は“契約は簡単に成立する”という事でした。生徒達は、

売買する時に口頭で契約が成立したり、ワンクリックで契約が成立したりすることに非常に驚きいていまし

た。特に携帯やネットの使用には、犯罪に巻き込まれないように十分気をつけなければならないことを肝に

銘じたようです。被害に遭ってしまったら、一人で悩まず親に相談したり、消費者センターに連絡するとよ

いこことも学びました。

３３３３ 小中英語交流授業小中英語交流授業小中英語交流授業小中英語交流授業

１１月２６日（月）に１年２組が、２７日（火）に１年５組が、緑小で小中英語交流授業を行いました。

生徒一人一人が緑小の６年生とペアになり、買い物ゲームを英語で行いました。今回の目標は、小学生は中

学生や友達と英語を通して思いを伝える、中学生は店員役として質問を確認しながら伝えるべき内容を相手

に正しく伝える。というもので、コミュニケーション能力や表現能力を狙ったものです。さらに、大きく見

ると小中のスムーズな接続、中１ギャップの解消につながる取り組みと言えます。子どもたちは、すぐに打

ち解け、和やかに活動していました。この活動に限らず、小中の連携活動を探っていきたいと思います。

〔〔〔〔 保護者保護者保護者保護者からのからのからのからの学校評価学校評価学校評価学校評価についてについてについてについて １１１１ 〕〕〕〕

お忙しいところ、学校評価にご協力いただき、ありがとうございました。今回より、お寄せいただきまし

た貴重な改善意見や提言を要約掲載し、学校としての考えを述べさせていただきます。失礼かとは思います

が、多くの意見を紙面の関係で要約させていただきました。また、紙面でのお答えですので、意が十分に伝

わらないこともあるかと思います。確認したい点がありましたら校長までお話しください。

なお、数値の集計結果については、１２月８日（土）の保護者会の折りにご説明申し上げます。

《《《《 １１１１ 学習学習学習学習にににに関関関関することすることすることすること 》》》》

○○○○授業授業授業授業のののの改善改善改善改善についてについてについてについて

①①①①わかりやすいわかりやすいわかりやすいわかりやすい授業授業授業授業

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・授業の指導については、もう少し改善をして欲しい。

・学校は楽しいのですが、授業が分かりづらいらしい。

・授業のわかりやすい先生とわかりにくい先生と分かれるようです。

・教科によって学習内容があまり理解できていない。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

生徒にわかりやすい授業を行い学力をつけることは教師の本分です。学校では、教科・道徳・学級活動

等の授業研究会を行い、大学の教授や委員会指導主事を交え自信を持って教えられるように指導力のレベ

ルアップを図っているところです。しかし、指導力に個人差があることも事実です。教材研究を始めとし、

発問の工夫や板書・ノートの取り方まとめ方・問題の解き方等を教科部会で話し合うなどして、生徒に基

礎・基本が身に付くよう、また、わかりやすい授業を行うよう実践していきたいと思います。

②②②②学力学力学力学力・・・・能力能力能力能力にににに応応応応じたじたじたじた学習支援学習支援学習支援学習支援

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・英語の授業を英語のみで実施しているので理解できない。

・英語で授業を進めるなら、習熟度別クラス（学習）を導入して実施して欲しい。

・子どもの学習能力に応じた指導をして欲しい。

・授業についていけない子どものフォローをお願いしたい。

・授業についていけない生徒には、先生から言葉かけをしたりして基礎･基本を身に付けさせて欲しい。
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Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

現在の英語指導の流れは、会話中心の実用性を重視してたものであり、昔ながらの文法、和訳指導から

できるだけ英語を使用して進めるようになって来ています。しかし、入試等がある以上、筆記等による基

礎的な力の定着も必要です。従って、理解を助けるための調和のとれた指導のあり方を英語科で検討して

いくようにします。また、できるだけ個別に指導ができるようにＴ・Ｔの授業を数学と英語で実施し努力

しています。さらに、授業形態の工夫（グループ学習）等で互いの学び合い活動を言語活動の充実を中心

に実施しています。基礎・基本の定着には、ご指摘のように根気強くくり返し指導を行うなど更に努力し

ていくべきです。また、声かけ等による意欲の喚起、ドリル学習などを取り入れることも必要かと思いま

す。そして、家庭学習の充実等、家庭との協力も不可欠だと思います。

習熟度別学習については、スタッフの配置の問題もありますので検討事項とさせていただきます。

③③③③興味興味興味興味・・・・関心関心関心関心をををを引引引引きききき出出出出すすすす授業授業授業授業

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・分かる授業はあっても、興味を引くような授業がないようです。

・苦手な教科でも、子どもが興味が持てるような授業をして欲しい。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

授業の基本は、教える方も学ぶ方も楽しい、楽しみだということだと思います。現在の教科書は、意欲

を持たせるような流れでできていますが、具体物や魅力的な教材の提示、実験観察や体験的な学習、発問

や資料提示の研究等、教材研究・開発に一層努力すべきと考えます。全部の部分でという訳にはいきませ

んが、単元の中で可能な限り、興味関心を喚起できるような時間を創出するよう授業改善を各教科で努力

していきます。

○○○○総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間についてについてについてについて

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・協力して課題を解決しているようですが、実際一人で全ての課程を乗り越える力が身につくのは、何か工

夫が必要ではないでしょうか。また、総合学習の効果を検証するのは難しいと思います。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

「生きる力」の育成が今回の改訂でも踏襲されました。その生きる力の育成に一番貢献できるのが総合的

な学習の時間だと考えます。ご指摘のように実施の結果、何が身につき何ができるようになったか検証す

るのは、非常に難しいことです。しかし、この時間の活動を経験することにより、生徒が問題に直面した

とき、どのように取り組んでいったらよいか、私たちの時代より、そのことに対応する有効な多くのノウ

ハウを身に付けていることは事実です。

○○○○宿題宿題宿題宿題・・・・家庭学習家庭学習家庭学習家庭学習についてについてについてについて

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・自宅での勉強量が足りない。もっと宿題を出しても良いのではないか。

・自主学習の取り組み方が定着していないので何をやったらよいか教えて欲しい。

・３年生は、早めに一通り終えてから、問題演習に取り組むなどできないでしょうか。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

宿題は、どちらかというと授業の復習的な意味合いが大きいと思います。従って、必要に応じて出され

ることになります。一方、お子様の家庭での過ごし方を考えたとき、いくつかの教科の宿題を一定時間で

終わして、さらに、自主学習の時間を確保する必要もあります。通常、学年＋１時間以上の家庭学習時間

を推奨していますので、その中で自分の学習習慣を確立することが大切です。特に必要なことは、漢字の

読み書き、数学の計算、英単語等の繰り返し反復学習等を、決まった時間場所で実施し基礎学力を付ける

ことです。授業は、１年間の授業時数の中で計画的に行われるものです。従って、３月の修了式までに当

該学年の学習内容が身についている必要があります。その意味で、ご指摘のように、各学年・各教科とも

学習内容に軽重をつけるなどして学習内容を早めに終了し、定着を図る時間を作ることなども大切なこと

だと思います。

○○○○定期定期定期定期テストテストテストテストについてについてについてについて

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・テストは、生徒の学習到達度の確認のためのテストであって欲しい。

・到達度確認テストであれば、二中生の平均点が５０点台はあり得ないと思います。

・テスト範囲は、余裕ある範囲指定をしていただきたい。

・テストに出題されるところは、授業の中で「ポイント」として触れていただきたい。

・テスト前部活動休止期間を長くしていただけないでしょうか。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

ご指摘のように、定期テストは学習状況の確認ですから各人の到達度を見ることが主たる目的になりま

す。その点から考えれば、二中生であれば平均７０点前後あって良いと思います。ですから、定期テスト

に出題されるべき内容は、当然、基礎・基本を中心にした問題です。また、授業の中で、「重要」とか、「大

切」、「ポイント」など、強調して教えられるべきです。テスト範囲については、校長室通信１３号でお知

らせしたように、余裕ある範囲指定になるようにします。

テスト前、部活動休止期間については、上記の学習到達度の確認の意味から、普段からの計画的な学習

をしていれば、現状の期間が適切であると思います。

○○○○授業授業授業授業やややや学習学習学習学習におけるにおけるにおけるにおける教員教員教員教員のののの対応対応対応対応

Ｑ；Ｑ；Ｑ；Ｑ；ごごごご意見意見意見意見のののの要約要約要約要約

・体調が悪いので素直に相談したが、心ない返答をされた。 ・理解できないことを怒る先生がいます。

・感情的に怒る先生がいます。 ・自分の機嫌の善し悪しをそのまま出して生徒に接する先生がいます。

Ａ；Ａ；Ａ；Ａ；おおおお答答答答ええええ

教員も人間ですから、通常の範囲での喜怒哀楽は必要だと思います。しかし、ご指摘のようなことがあ

るなら、それは通常の範囲を超えたもので反省改善が必要です。教員である前に一人の人間であることを

全員で確認します。子ども一人一人が大切な人格として尊重される二中であって欲しいと願います。


